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Ⅰ. 銀座を取り巻く二つの都市計画

Ⅱ. 自動車というモビリティの低下

銀座は現在、｢東京都高速道路 (KK線 ) 再生方針」と「銀座・築地周辺緑のプロム
ナード構想」という二つの計画が進んでおり、いずれも歩行空間の整備である。
二つの計画は、敷地である銀座を囲むように環状に機能し、中央に日本最大級の
目抜き通りが軸として貫き、広域的な歩行者ネットワークの展開が訪れる。しか
しこれらの連続性・回遊性の創出が求められており、結節機能を有する「ジョイ
ントエリア」が必要である。

長く歩行が当たり前だった世の中は、1960 年以降の車の普及によ
り、自動車社会を迎えた。しかしCO2などの環境面の問題やテレ
ワーク発達などによる移動の減少、自動運転システムの実用化に
伴い、所有から利用へという車のパラダイムシフトが一気に進ん
でいく。これに加え、銀座全体で歩行空間の整備が進んでおり、
車の転用・用途の変換が必要だと考える。
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銀座を取り巻く二つの都市計画

今後、銀座に訪れる歩行者ネットワーク的展開に対して、街が持つ既存の「銀ブラ」
的特性を生かした、銀座を歩行を通して祝祭化していくシステムを促進させるため
の結節点的塔の設計
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kk 線などの高架施設との連携を行いながら、移動式 box が点在することで歩行者ネットワークが創出され、
二つの都市計画と中央通りを結ぶジョイントとして機能する。

歩行空間が増え、銀ブラがより活発になると、同時にゴミやポイ捨てが増えると予想される。そこでごみ収集の展開を図る。また、歩行空間の植栽の維持管理を行うことで、
銀座・築地周辺緑のプロムナードが継続されていく。
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歩行者の街となって行くこれからの銀座と、自動車都市の終
焉に対して、現代の都市形態と自動車のモビリティ性を生かした
新しい銀座とその建築を提案する。移動手段であった車を、人が滞留し
て過ごせる歩行者インフラに、転換し新たな都市空間を創出する。その転換
を図る建築として、歩行者のための立体駐車場を建設する。駅や物流の結節点に
もなるこの建築は、立体回遊動線を通して、歩行者ネットワークと接続し、新たな銀
ブラと接続する空間体験を生む。かつての立体駐車場が新たな都市建築であったように。

乗る → 居る

銀座の円環舞台‒銀座を取り巻く二つの都市計画‒

04  PROPOSAL
II.車の転換を図る建築形態
　　　　　ー歩行者インフラの拠点としての立体駐車場ー

I. これからの車の在り方
　　　　　　　　ー人の居場所としてー

立体化（歩行空間とインフラの供給効率を確保）

歩行者のための立体駐車場 

かつて、立体駐車場は、新しい都市の風景であり、自
動車都市を実現させた「インフラ建築」であった。そ
こで、これから迎える交通システムの転換期に対して、
従前をうまく活用し、魅力ある都市を補完し、更によ
り良い新しい時代に繋ぐ建築として立体駐車場の構成
を活用し、新しい建築へと向かう。

自動運転

CO２CO２
カーボンニュートラル

EV 化

移動手段であり乗り物であった車を、販売、展示などの移動式 box として転用する。
移動式 box は整備された歩行空間に祭り屋台のように点在され、流動と滞留を引き
起こし、銀座の街を日常的に祝祭化させる。又、移動式 box の点在は連続性・回遊
性を生み出し、二つの都市計画を結ぶジョイントとして機能する。新しい用途で生み
出される車に対しては、EV化と自動運転化を基本とし、カーボンニュートラルを互
いに後押しするカタチをとる。

結節する環境装置05  ENVIRONMENT

Ⅲ. その建築と銀座との呼応

銀座に対する提案として、「東京都高速道路 (KK線 ) 再生方
針」や「築地川アメニティ整備構想」などによる歩行者動
線の整備と同時に歩行者インフラの整備として、動的な移
動式インフラと静的なジョイントや舞台を整備する事で銀
座の恒常的な祝祭性を担保し、新しい銀ブラの風景を作る。

銀座サーカス・シティ 

駅としても恒常的に人が行き交う環境を利
用し、歩行からエネルギーを取り出す床発
電を設置する。

このビルの垂直動線となっている三つの
塔は、このビル全体の環境塔となり、煙
突効果によって換気されていく。この三
つの垂直動線は地下トンネルの熱や屋上
のビル風をも利用し、ビル全体の熱負荷
を軽減する。

車の走行風を利用したラジエーターを応
用し、水を循環させたルーバーをビル風
で気化させる事で冷却を行う。

気化熱

地下と地上をつなぐ 3つの塔
air

train

冷却塔

地下鉄の熱回収

地下鉄（トンネル

駐車場を分散し、空間の一部になる事で、収益を生む。

01 02 03 04

道で展開されるイベント群は、道行型の芸能空間の一種で、「始
まり」と「終わり」が時間軸上ではなく空間座標上に設定され
る。つまり想像的な始点 /終点が観客に内面化されてる状態で
あり、これを「銀ブラ」に転用することで歩行者と滞留者に「銀
ブラ」を想起させる。それにより銀座が面的に活性化し、「銀
ブラ」なるサーカス的現象が発生することで日常が祝祭空間に
変わる。

銀座には、「銀ブラ」なる共同体イメージが 400 年の歴史を纏
いながら存在している。その表情としてのポテンシャルは、人
や文化は勿論のこと、歩行が中心だった江戸の敷地割りがその
ままビル化するなど歩行空間としての魅力が多く残っている。
そんな銀座の風景特性を生かしながら、未来へと踏み出す建築
を設計する。

「銀ブラ」

hlc-0047

駅やビルの動線を螺旋状にまとめる事で広場を作り、ガラス張りの物流 EV は人々の関心を集める。

広場的空間と車と人の立体回遊動線が一体化することで新たな空間体験を作り出す。

テナントに 3m の間隔を開け、銀座の街に展開する歩行者インフラの供給と呼応する。

KK 線には、インフラスタンドが点在しキッチンカーの電源や水道、イベント事の回線に利用される。

GINZA Circus Tower 


